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デルファイ法[注 1]による大規模な技術予測が開始され、約 5 年ごとの調査が継続的に実施されている。











が出ている「急速に発展しつつある研究領域調査」については NISTEP REPORT No.82、他の 3 項目に
ついては調査資料 No. 105 として成果を公表する。 
 
[注 1] デルファイ法： 多数の専門家に同一内容のアンケートを繰り返し、回答者の意見を収斂させる方法。前回、




























































展の方向性を明らかにする。シナリオ作成者の決定方法を別紙 1 に示す。 
④ デルファイ調査 











以上で得られる各調査項目の成果を総合的に分析し、2020 年を中心とする今後 30 年間の科学技術
の動向を俯瞰的に把握するとともに、重点化の検討のための資料を作成する。平成 15 年度に実施した
項目および平成 16 年度の予定は下記のとおり。 
 
科学技術の中長期発展に係る俯瞰的予測調査 全体スケジュール 
 平成１５年度(実施状況)  平成１６年度（予定）
○ ニーズ調査の基本方針の検討 ○ ニーズアンケートの実施
○ ニーズリストの作製 ○ 参加型プロセスによるニーズの把握、検討
○ 参加型プロセスの実施方法の検討 ○ 科学技術に対する目標の検討
○ 論文データベース分析の手法開発 ○ 研究領域の内容分析（51領域より下位の102領域）
○ 論文データ分析による研究領域の構築・抽出 ○ 研究領域の時系列変化の分析
○ 研究領域の内容分析（上位51領域） ○ 研究領域において中心的な研究機関の分析
○ 発展シナリオ調査の基本方針の検討 ○ 発展シナリオテーマの選定
○ 発展シナリオテーマの選定方法の検討 ○ 発展シナリオ作成者の選定およびシナリオ作成
○ 発展シナリオ作成者の選定方法の検討 ○ 発展シナリオに対する外部意見の収集
○ 発展シナリオ作成仕様書の検討 ○ 発展シナリオの総合分析
○ 予測課題設定のフレームの検討 ○ デルファイアンケートの実施
○ 注目科学技術領域および予測課題の検討 　　（プレアンケート、Ｒ１、Ｒ２）
○ 調査回答者の選定 ○ デルファイアンケート結果の分析












以下では、NISTEP REPORT No.82「科学技術の中長期発展に係る俯瞰的予測調査 ―急速に発展
しつつある研究領域調査―」のハイライトを示す。 
３－１  調査のねらい 
○ Thomson ISI 社の論文データベースを用いたデータベース分析から、注目すべき重要な研究領域
で、かつ急速な発展を示しているものを見いだすこと。 
３－２  調査手法のポイント[調査の手順は別紙 3 参照] 
(分析の対象とした論文) 
○ 1997 年～2002 年までの 6 年間に発行された論文（ISI データベースに収録された約 450 万件）の
中で、各年、各分野（【参考】に示した 22 分野）において被引用数が上位 1％である高被引用論文
（約 4 万 5 千件）。 
(研究領域の構築の手順) 
○ 高被引用論文を共引用の強さにより、第 1 段階のグループ化（リサーチフロント、5221 個）[注 2]。 
○ 更に5221個のリサーチフロントを共引用の強さにより、第2段階のグループ化（研究領域、679領域）。 
(急速に発展しつつある研究領域の抽出) 
○ リサーチフロントの中から被引用数が急増しているものを抽出(急成長リサーチフロント、984 個)。 
○ 急成長リサーチフロントを 4 個以上もつ研究領域を抽出(急速発展研究領域、51 領域)。 
(研究領域の内容分析) 
○ 51 の急速発展研究領域それぞれの構造を表すマップを作成 
○ 急速発展研究領域（リサーチフロント）を構成するコアペーパ（被引用数上位 1%の論文）のリストと
研究領域のマップを用いて、研究領域の内容を分析 
【参考】 Thomson ISI 社の ESI における 22 分野 
農業科学 工学 微生物学 植物・動物学
生物学・生化学 環境/生態学 分子生物学・遺伝学 精神医学/心理学
化学 地球科学 学際領域 社会科学・一般
臨床医学 免疫学 神経科学・行動学 宇宙科学
計算機科学 材料科学 薬学・毒性学
経済・経営学 数学 物理学  
 
[注 2]  ここで、共引用の強さとは、複数の論文が同時に引用される度合いの多さのことを指す。共引用の度合い
が強い論文は、その内容に一定の共通点があると考えられ、それらをグループ化する事で、研究内容に
共通性のある論文の集合を得ることが出来る。本調査では第 1 段階のグループ化で得られる論文のグル
ープとして、既存のデータベース（Thomson ISI社のEssential Science Indicatorsに収録されているリサーチ
フロント）を用いた。リサーチフロントは 2 ヶ月毎に随時更新される動的なデータベースである。本調査では
2003 年 3 月時点のデータを用いた。 
３. 急速に発展しつつある研究領域調査のハイライト 
  5
３－３  研究領域のマップ 
(１) プロテオミクス 














































y マップに描かれている円は、1 つのリサーチフロントに対応している。 
y 円に横に書かれている番号は、リサーチフロントの ID 番号を示す。 
y 円の面積は、リサーチフロントを構成するコアペーパの被引用数の合計に比例している。 
y 濃い色の円は、コアペーパの被引用数が急増しているリサーチフロントを示す。 

































































Palo Verde 原子炉 
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３－５  51 の急速に発展しつつある研究領域について 
○ 51 の研究領域の中で臨床医学、植物・動物学などライフサイエンスの特定の分野[p. 4 の Thomson 
ISI 社の ESI における 22 分野を参照]にコアペーパが偏るものが 13 領域抽出された。 















































３－６  51 の研究領域における日本の存在感について 
○ 物理学と植物・動物学の研究領域において、日本のコアペーパが多い。即ち、日本の存在感が相
対的に大きい。 
○ 物理学の 6 領域でコアペーパにおける日本論文の比率[注 3]が 7.0%を超えている。最も日本論文




○ また、植物・動物学の 4 領域は、すべて日本論文の比率が 7.0%を超えている。その中でも特に「生
物時計」では、日本論文比率が 17.8%と高い。 
[注 3] 日本論文の比率： ここでは、論文の著者（多くは複数）の所属機関に、1 つでも日本の組織が含まれれば
日本論文としてカウントした。51 の研究領域全体での日本論文の比率は 6.9%である。 




○ 例えば、「プロテオミクス」は全部で 147 件のコアペーパを持つが、その分布を見ると化学が約 5 割、


































RNAi (RNA interference) 分子生物学・遺伝学、植物・動物学、生物学・生化学
ここでは、研究領域を構成するコアペーパの割合が 1 割を超えている分野を示している。 
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平成 16 年度は、平成 15 年度に得られた知見をもとに、以下の視点から分析を実施する予定である。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    ・研
究
領
域
の
マ
ッ
プ
の
作
成
・
研
究
領
域
の
名
称
・
研
究
領
域
の
概
要
・
…
（科
学
技
術
動
向
研
究
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
分
析
）
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
研
究
領
域
の
抽
出
被
引
用
数
が
急
増
し
て
い
る
リ
サ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
を
4個
以
上
含
む
研
究
領
域
を
抽
出 急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
研
究
領
域
・ 
51
研
究
領
域
・ 
51
研
究
領
域
に
13
50
の
リ
サ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
が
含
ま
れ
る
。
専
門
家
か
ら
の
意
見
収
集
Th
om
so
n 
IS
I 社
Es
se
nt
ia
l S
ci
en
ce
 In
di
ca
to
rs
に
収
録
さ
れ
て
い
る
リ
サ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
を
用
い
た
。
